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東
洋
文
化
講
座
・
シ
リ
ー
ズ
「
デ
ジ
タ
ル
化
と
ア
ジ
ア
研
究
」
講
演
録

第
九
〇
回　

東
洋
文
化
講
座
（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
三
一
日
）

　

学
習
院
大
学
ア
ジ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
―
デ
ジ
タ
ル
化
の
あ
と
さ
き

村　

松　

弘　

一

一
、
東
洋
文
化
研
究
所
と
私

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
村
松
と
申
し
ま
す
。
現
在
、
私
は
学
習

院
大
学
国
際
研
究
教
育
機
構
と
い
う
大
学
附
置
研
究
所
に
所
属
し
て

お
り
ま
す
が
、
最
初
に
学
習
院
大
学
の
教
員
と
し
て
勤
め
た
の
は
こ

の
東
洋
文
化
研
究
所
で
し
た
。
以
前
に
も
何
度
か
研
究
所
の
講
演
会

な
ど
で
お
会
い
し
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
四
年

前
、
私
が
助
手
と
な
っ
た
時
、
最
初
に
企
画
し
た
東
洋
文
化
講
座
は

五
二
回
目
で
し
た
。
年
三
回
の
開
催
で
、
今
回
九
〇
回
で
す
か
ら
、

ず
い
ぶ
ん
時
間
が
経
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
第
五
三
回
か
ら
は
三

回
を
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
で
ま
と
め
て
広
報
し
、
さ
ら
に
『
東
洋
文
化

研
究
』
に
講
演
録
を
掲
載
す
る
と
い
う
形
式
を
私
の
助
手
時
代
に
つ

く
り
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
今
年
の
統
一
テ
ー
マ
が
「
デ
ジ

タ
ル
化
と
ア
ジ
ア
研
究
」、
そ
の
一
回
目
と
し
て
今
回
、「
学
習
院
大

学
ア
ジ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
―
デ
ジ
タ
ル
化
の
あ
と
さ
き
」
と

題
し
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
表
題
で
す
と
「
学
習

院
大
学
ア
ジ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
資
料
群
が
存
在
し
て
い
る

か
の
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
資
料
の
ま
と
ま
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
学
習
院
大
学
が
所
蔵
す
る
ア
ジ
ア
地
域
、
特
に

中
国
大
陸
・
朝
鮮
半
島
に
か
か
わ
る
文
字
資
料
（
書
籍
・
文
書
等
）・

非
文
字
資
料
（
文
物
・
写
真
等
）
の
総
体
を
「
学
習
院
大
学
ア
ジ
ア

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
資
料
は
東
洋
文
化
研
究
所
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
図
書
館
や
大

学
史
料
館
、
学
習
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
、
そ
し
て
私
が
所
属
し
て
い
ま
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す
国
際
研
究
教
育
機
構
な
ど
の
部
署
で
分
散
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
所
蔵
品
は
別
々
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
お
話
し
の
依
頼
を
い
た
だ
い
た
時
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
し

た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
お
見
せ
す
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
は
お
そ
ら
く
皆
さ
ん
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て

ご
自
宅
で
御
覧
に
な
れ
ば
よ
い
と
お
思
い
に
な
る
か
と
思
い
、
今
回

は
私
が
関
係
し
て
き
た
学
習
院
大
学
の
ア
ジ
ア
関
係
資
料
の
整
理
と

公
開
を
時
系
列
に
整
理
し
て
、
そ
の
と
き
に
直
面
し
た
問
題
点
や
作

業
で
重
視
し
た
こ
と
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
二
〇
〇
六
年
度
ま
で
助
手
、
二
〇
〇
七

年
度
に
助
教
（
職
名
変
更
）、
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
二
〇
一
一
年
度

ま
で
准
教
授
と
し
て
東
洋
文
化
研
究
所
に
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
二
〇
一
二
年
度
か
ら
二
〇
一
三
年
度
ま
で
は
学
長
付
国
際
研

究
交
流
オ
フ
ィ
ス
教
授
と
な
り
、
二
〇
一
四
年
度
か
ら
現
在
ま
で
国

際
研
究
教
育
機
構
教
授
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
様
々
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
学
習
院
大
学
の
ア
ジ
ア
関
係
資
料
の
整
理
・

分
析
・
公
開
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
私
が
部
署
を
異
動
す
る
の
に

と
も
な
っ
て
、
そ
の
成
果
と
し
て
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
、
東
洋
文
化

研
究
所
や
史
料
館
の
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
公
開
し
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
し
、
大
学
図
書
館
や
国
際
研
究
教
育
機
構
の
コ

ン
テ
ン
ツ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
の
で
お
そ
ら
く
、
一

般
の
方
々
は
全
体
像
が
わ
か
り
に
く
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
お
話
で

す
こ
し
は
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
通
り
、
戦
後
、
一
九
四
九
年
に
学
習
院
大
学
が

創
設
さ
れ
、
一
九
五
二
年
に
学
校
法
人
学
習
院
の
も
と
に
東
洋
文
化

研
究
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
朝
鮮
史
の
研
究
者
で
あ
る
末
松
保
和

先
生
を
中
心
と
し
て
発
足
し
た
研
究
所
の
最
初
の
事
業
は
『
李
朝
実

録
』
の
普
及
本
の
刊
行
で
し
た
。
こ
の
事
業
は
一
九
六
七
年
に
完
結

し
、
そ
の
後
の
一
九
七
六
年
に
は
大
学
の
附
置
研
究
所
に
な
り
、
共

同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
な
か
で
も
学
習
院
大
学
図
書
館
所
蔵
の
「
朝
鮮
戸
籍
大
帳
」
の
研

究
は
日
本
・
韓
国
の
研
究
者
が
注
目
す
る
看
板
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
二
〇
〇
三
年
三
月
に
目
録
が
刊

行
さ
れ
完
結
し
ま
す
。二
〇
〇
〇
年
に
は
朝
鮮
総
督
府
関
係
資
料「
友

邦
文
庫
」
の
所
有
権
が
学
習
院
に
譲
渡
さ
れ
、
そ
の
な
か
の
オ
ー
プ

ン
リ
ー
ル
の
テ
ー
プ
に
残
さ
れ
た
音
声
記
録
を
「
朝
鮮
総
督
府
関
係

者
録
音
記
録
」
と
し
て
年
報
『
東
洋
文
化
研
究
』
に
活
字
化
し
て
発

表
し
、
そ
の
シ
リ
ー
ズ
は
現
在
ま
で
十
七
回
に
及
ん
で
い
ま
す
。
録

音
記
録
は
、
新
た
な
東
洋
文
化
研
究
所
の
メ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、内
外
の
研
究
者
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
東
洋
文
化
研
究
所
は
創
設
当
初
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
朝
鮮

史
、
朝
鮮
の
近
世
・
近
代
史
の
研
究
拠
点
と
し
て
研
究
実
績
を
残
し

て
き
ま
し
た
。

二
〇
〇
三
年
に
私
は
東
洋
文
化
研
究
所
の
助
手
と
な
り
ま
し
た
。
私

の
専
門
は
中
国
古
代
史
で
す
の
で
、
朝
鮮
史
を
中
心
と
し
た
東
洋
文

化
研
究
所
の
研
究
活
動
の
中
軸
を
担
う
役
回
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
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し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
二
〇
〇
三
年
の
夏
以
降
、
状
況
が
か

わ
っ
て
き
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
以

後
、
第
一
段
階
二
〇
〇
三
年
〜
二
〇
〇
七
年
、
第
二
段
階
二
〇
〇
七
年

〜
二
〇
一
一
年
、
第
三
段
階
二
〇
一
二
年
〜
二
〇
一
四
年
、
第
四
段
階

二
〇
一
五
年
〜
現
在
と
時
代
区
分
を
し
て
話
を
す
す
め
ま
す
。

二
、		

第
一
段
階　

二
〇
〇
三
年
〜
二
〇
〇
七
年　

　

		

ア
ジ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
調
査
の
は
じ
ま
り

二
〇
〇
三
年
の
夏
休
み
前
、
研
究
所
の
事
務
室
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら

「
今
年
は
経
常
予
算
の
ほ
か
に
三
〇
〇
万
円
ぐ
ら
い
特
別
予
算
が
あ

り
、
そ
れ
に
全
く
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
」
と
唐
突
に
言

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
予
算
と
い
う
の
は
学
習
院
新
規
重
点
施
策
（
戦

略
枠
）「
学
術
資
料
・
文
書
等
の
管
理
と
有
効
利
用
の
在
り
方
調
査

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
二
〇
〇
三
年
〜
二
〇
〇
四
年
）
で
し
た
。
大
学

図
書
館
と
文
学
部
の
先
生
方
が
中
心
に
な
っ
て
計
画
さ
れ
た
も
の

で
、
通
称
「
お
宝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ば
れ
た
事
業
で
す
。
学
内

の
文
書
・
資
料
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
東

洋
文
化
研
究
所
は
学
内
の
東
ア
ジ
ア
関
係
の
資
料
を
調
査
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。最
初
は
東
洋
文
化
研
究
所
の
所
蔵
資
料
か
ら
、

そ
の
後
は
大
学
図
書
館
の
漢
籍
資
料
に
も
調
査
の
範
囲
を
広
げ
ま
し

た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
文
学
部
で
は
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
専
攻
の

開
設
へ
と
つ
な
が
り
、
ま
た
学
校
法
人
学
習
院
に
学
習
院
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
と
い
う
部
局
が
で
き
る
布
石
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
東
洋

文
化
研
究
所
で
は
、
こ
の
動
き
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
二
〇
〇
四
年

か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
東
洋
文

化
研
究
所
は
朝
鮮
関
係
の
み
な
ら
ず
、
中
国
大
陸
を
含
め
た
「
東
ア

ジ
ア
研
究
」
や
「
東
ア
ジ
ア
学
」
と
い
う
枠
組
み
を
学
内
外
に
押
し

出
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

す
で
に
友
邦
文
庫
の
資
料
価
値
に
つ
い
て
は
、
世
界
各
国
の

朝
鮮
史
・
日
本
近
代
史
研
究
者
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
お
り
、

二
〇
〇
五
年
五
月
に
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
研
究
者
か
ら
友
邦
文
庫

に
つ
い
て
ボ
ス
ト
ン
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
と
い
う
お
誘
い
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
際
、
学
習
院
大
学
の
朝
鮮
関
係
以
外
の
ア
ジ
ア
関
係
資

料
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
、当
時
の
岡
孝
所
長
、

大
澤
顯
浩
先
生
、
辻
弘
範
助
手
、
鹿
島
晶
子
さ
ん
と
私
の
五
名
で
現

地
へ
と
赴
き
ま
し
た
。
私
は
「
学
習
院
大
学
所
蔵
東
ア
ジ
ア
関
連
資

料
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
名
で
報
告
し
ま
し
た
。
発
表
に
あ
た
り
、

そ
れ
ま
で
の
二
年
間
の
調
査
で
判
明
し
た
資
料
を
、
以
下
の
よ
う
な

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ま
し
た
。

（
1
）	

磯
野
文
庫
（
モ
ン
ゴ
ル
関
係
）

（
2
）		

旧
東
亜
経
済
調
査
局
所
蔵
回
教
関
連
資
料
（
イ
ス
ラ
ー
ム

関
係
）

（
3
）		
林
博
太
郎
文
庫
（
満
洲
・
中
華
民
国
に
お
け
る
中
国
語
教

科
書
全
六
八
タ
イ
ト
ル
、
二
七
二
冊
）
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（
4
）		

田
中
耕
太
郎
文
庫
（
戦
前
の
満
洲
・
蒙
古
に
お
け
る
法
律

関
係
の
資
料
）

（
5
）		
乃
木
希
典
文
庫
（
六
〇
〇
タ
イ
ト
ル
、
九
七
四
冊
。
台
湾

総
督
府
関
連
図
書
あ
り
）

（
6
）		

漢
籍
資
料
（
京
都
学
習
院
、
華
族
会
館
旧
蔵
書
な
ど
）

（
7
）		

友
邦
文
庫
（
友
邦
協
会
・
中
央
日
韓
協
会
旧
蔵
書
）

（
8
）		

風
俗
写
真
・
絵
は
が
き
資
料
〔
朝
鮮
・
満
洲
〕（
旧
制
学
習

院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
）

（
9
）		

朝
鮮
戸
籍
大
帳

（
10
）		

広
開
土
王
碑
拓
本

詳
し
い
説
明
は
東
洋
文
化
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
紹
介
文
が

あ
り
ま
す
。（
1
）
磯
野
文
庫
は
法
社
会
学
者
の
磯
野
誠
一
さ
ん
の

寄
贈
に
よ
る
主
に
戦
前
の
蒙
古
関
係
の
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

こ
の
資
料
群
は
最
終
的
に
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
東
洋
文
化
研
究
所

に
入
っ
た
の
か
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
磯
野
さ
ん
の
ご
自
宅

が
大
学
の
す
ぐ
側
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
小
倉
芳
彦
先
生
か
ら

お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。（
2
）

旧
東
亜
経
済
調
査
局
所
蔵
回
教
関
連
資
料
は
古
書
店
で
購
入
し
た
も

の
で
す
。
戦
前
の
日
本
軍
は
満
洲
、
モ
ン
ゴ
ル
そ
し
て
ウ
イ
グ
ル
の

イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
を
組
み
込
ん
で
、
中
国
大
陸
に
勢
力
を
広
げ
る
戦

略
を
繰
り
広
げ
ま
す
が
、
東
亜
経
済
調
査
局
は
そ
の
た
め
の
機
関
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
3
）
林
博
太
郎
文
庫
は
満
洲
国
の
中
国
語
の

教
科
書
で
す
。
林
博
太
郎
と
い
う
方
は
満
鉄
の
総
裁
で
、
そ
の
お
子

さ
ん
の
林
友
春
先
生
が
学
習
院
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
大
学
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
学
図
書
館
に
あ
り
ま
す
。（
4
）
田
中

耕
太
郎
文
庫
は
、
法
経
図
書
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
も
の
で
す
。
最
高
裁

判
所
の
長
官
に
も
な
っ
た
人
物
で
、
満
洲
国
の
法
律
関
係
の
書
籍
が

あ
り
ま
す
。（
5
）
乃
木
文
庫
は
乃
木
希
典
院
長
も
し
く
は
そ
の
遺

族
が
寄
贈
し
た
一
連
の
書
籍
・
文
書
で
す
。
こ
の
な
か
に
は
、
乃
木

が
台
湾
総
督
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
台
湾
総
督
府
関
係
の
資
料
が
あ

り
ま
す
。（
7
）
友
邦
文
庫
は
前
述
し
た
朝
鮮
総
督
府
関
連
資
料
、

（
8
）
風
俗
写
真
・
絵
は
が
き
資
料
は
後
で
説
明
し
ま
す
。（
9
）
朝

鮮
戸
籍
大
帳
は
近
世
・
近
代
の
朝
鮮
の
戸
籍
で
、
大
学
図
書
館
所
蔵

で
す
。（
10
）
広
開
土
王
碑
拓
本
は
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
、五
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
拓
本
で
す
。

二
〇
〇
三
年
後
半
か
ら
二
〇
〇
七
年
前
半
ま
で
の
四
年
間
は
朝

鮮
・
中
国
を
中
心
と
し
た
学
習
院
大
学
の
ア
ジ
ア
関
係
資
料
の
全
体

を
調
査
・
整
理
す
る
こ
と
に
注
力
し
、
公
開
に
向
け
た
準
備
の
時
期

と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
調
査
の
な
か
で
朝
鮮
・
中
国

文
献
の
み
な
ら
ず
、
満
洲
語
文
献
や
モ
ン
ゴ
ル
、
回
教
、
台
湾
関
係

資
料
が
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
認
識
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

で
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
七
年
一
月
に
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
カ
ー

タ
ー
・
エ
ッ
カ
ー
ト
教
授
、
マ
ー
ク
・
エ
リ
オ
ッ
ト
教
授
を
招
聘
し
、

「
学
習
院
大
学
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

東

ア
ジ
ア
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
（『
東
洋
文
化
研
究
』
一
〇
号
に
掲
載
）。
友
邦
文
庫
を
中
心
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と
し
た
朝
鮮
総
督
府
に
関
す
る
研
究
と
満
洲
語
お
よ
び
満
洲
研
究
に

関
す
る
最
新
研
究
を
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
研
究
者
と
学
習
院
大
学
で

お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。三

、		

第
二
段
階
（
二
〇
〇
七
年
〜
二
〇
一
一
年
）

　

		

ア
ジ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
公
開

前
段
階
の
研
究
実
績
を
基
盤
に
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま

で
文
部
科
学
省
の
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
採
択

さ
れ
、
東
洋
文
化
研
究
所
内
に
「
学
習
院
大
学
東
ア
ジ
ア
学
ナ
リ
ッ

ジ
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
学
内
の
資
料
を
調
査
・

整
理
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を
公
開
す
る
段
階
に
入
り
ま
す
。
特
別
展

覧
会
の
実
施
、図
録
や
目
録
の
書
籍
の
出
版
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
バ
ー

チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
開
の
三
つ
の
方
法
か
ら
成
果
の

公
開
を
す
す
め
ま
し
た
。

最
初
の
展
覧
会
は
、
二
〇
〇
八
年
九
月
に
学
習
院
大
学
の
多
目
的

ホ
ー
ル
で
実
施
し
た
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
陽
明
学
」
と
い
う
展
示

で
し
た
。
台
湾
の
清
華
大
学
の
楊
儒
賓
教
授
所
蔵
の
陽
明
学
者
の
書

と
学
習
院
の
所
蔵
す
る
王
陽
明
や
李
卓
吾
の
著
作
な
ど
漢
籍
三
〇
点

余
り
を
展
示
す
る
と
い
う
試
み
で
し
た
。『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
陽

明
学　

第
Ⅱ
部
学
習
院
大
学
所
蔵
漢
籍
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
』
と
い

う
図
録
も
作
成
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
二
〇
一
〇
年
一
月
に
は
史
料
館
展
示
室
と
丸
善
本
店

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
二
カ
所
を
舞
台
に
、
学
習
院
大
学
開
学
五
十
周
年
記

念
特
別
展
「
知
識
は
東
ア
ジ
ア
の
海
を
渡
っ
た
―
学
習
院
大
学
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
」
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
こ
の
展
示
で
は
、
学

習
院
の
歴
史
を
パ
ネ
ル
に
し
て
展
示
壁
面
に
貼
り
付
け
、
そ
の
前

に
一
〇
〇
点
の
資
料
を
並
べ
る
と
い
う
試
み
を
し
ま
し
た
。
図
録
は

『
知
識
は
東
ア
ジ
ア
の
海
を
渡
っ
た
―
学
習
院
大
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
世
界
』（
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
編
、
丸
善
プ
ラ
ネ
ッ
ト
）

と
し
て
刊
行
し
て
い
ま
す
。
学
習
院
の
歴
史
を
「
第
一
部　

京
都
学

習
院
」「
第
二
部　

華
族
会
館
と
学
習
院
」「
第
三
部　

明
治
の
学
習

院
と
東
洋
学
」「
第
四
部　

大
正
・
昭
和
の
学
習
院
の
学
び
」「
第
五

部　

学
習
院
大
学
の
開
学
、
東
洋
文
化
研
究
所
の
開
設
」
の
五
部
に

分
け
て
展
示
し
ま
し
た
。
展
示
品
の
う
ち
漢
籍
の
ほ
と
ん
ど
は
学
習

院
大
学
図
書
館
蔵
、
文
物
（
実
物
教
材
）
は
大
学
史
料
館
蔵
、
ほ
か

は
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
と
な
り
ま
す
。「
第
一
部　

京
都
学
習
院
」は
、

京
都
に
学
習
院
が
開
講
し
て
い
た
時
期
の
資
料
群
。「
学
習
院
印
」「
京

都
中
学
」
の
旧
蔵
印
が
み
ら
れ
、『
性
理
大
全
』
な
ど
の
漢
籍
を
展

示
し
ま
し
た
。「
第
二
部　

華
族
会
館
と
学
習
院
」
は
華
族
の
子
弟

の
た
め
の
学
校
と
し
て
明
治
一
〇
年
に
東
京
に
開
設
さ
れ
た
学
習
院

の
初
期
の
蔵
書
。
徳
川
宗
家
や
元
藩
主
か
ら
華
族
会
館
に
寄
贈
さ
れ

た
書
籍
が
学
習
院
に
移
さ
れ
ま
し
た
。「
会
館
之
印
」「
華
族
会
館
書

籍
局
之
章
」
の
印
が
見
ら
れ
、『
唐
文
粋
』『
史
記
（
慶
長
古
活
字
版
）』

『
白
氏
長
慶
集
』『
水
経
注
』
な
ど
の
漢
籍
の
ほ
か
、
洋
書
も
あ
り
ま
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す
。「
第
三
部　

明
治
の
学
習
院
と
東
洋
学
」
は
明
治
三
〇
年
代
以

降
、
学
習
院
の
教
員
ら
に
よ
っ
て
購
入
・
蒐
集
さ
れ
た
東
洋
学
の
資

料
を
集
め
ま
し
た
。
学
習
院
で
は
白
鳥
庫
吉
が
「
東
洋
諸
国
の
歴

史
」
と
い
う
科
目
を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
日
本
の
東
洋
史
、
東

洋
学
の
授
業
の
は
じ
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
白
鳥

庫
吉
以
来
の
東
洋
学
の
授
業
の
教
材
と
し
て
、
白
鳥
庫
吉
が
購
入
し

た
朝
鮮
本
や
満
洲
語
文
献
、
塩
谷
温
が
購
入
し
た
漢
籍
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
朝
鮮
戸
籍
大
帳
も
こ
の
こ
ろ
購
入
し
た
も
の
で
す
。
乃
木
文

庫
も
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
展
示
し
ま
し
た
。「
第
四
部　

大
正
・
昭

和
の
学
習
院
の
学
び
」
で
は
亀
田
記
念
図
書
漢
籍
や
旧
制
学
習
院
の

歴
史
地
理
標
本
室
の
資
料
を
展
示
し
ま
し
た
。「
第
五
部　

学
習
院

大
学
の
開
学
、
東
洋
文
化
研
究
所
の
開
設
」
で
は
、
東
洋
文
化
研
究

所
所
蔵
の
広
開
土
王
碑
拓
本
・
友
邦
文
庫
・
磯
野
文
庫
・
旧
東
亜
経

済
調
査
局
回
教
関
連
資
料
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。
展
覧
会
を
開
催

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
べ
一
〇
〇
〇
名
以
上
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
学

習
院
の
資
料
を
御
覧
い
た
だ
き
、
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を

提
供
で
き
た
こ
と
は
意
義
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
、
私
た

ち
も
、
展
覧
会
の
準
備
と
図
録
の
作
成
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
調
査

で
蓄
え
た
研
究
成
果
を
今
一
度
整
理
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
時
期
に
は
友
邦
文
庫
と
漢
籍
の
目
録
を
作
り
ま
し

た
。『
友
邦
文
庫
目
録
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
一
年
）
は
一
九
八
五

年
に
刊
行
し
た
『
友
邦
協
会
・
中
央
日
韓
協
会
文
庫
資
料
目
録
』
を

全
面
改
定
し
た
も
の
。『
学
習
院
大
学
図
書
館
（
旧
分
類
書
庫
）
所

蔵
漢
籍
目
録
稿
』（
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
）

は
学
習
院
大
学
図
書
館
所
蔵
漢
籍
の
所
蔵
目
録
で
す
。

こ
の
よ
う
な
特
別
展
と
書
籍
の
刊
行
を
通
じ
て
、
東
京
、
日
本
の

皆
さ
ん
に
は
少
し
ず
つ
学
習
院
の
ア
ジ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介
で

き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
そ
れ
を
世
界
へ
と
発
信
す
る
た
め
に
は
ど
う

す
べ
き
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
広
げ
る
と
い
う
試
み
と
し

て
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。
す
で
に
、
第
一
期
で
ハ
ー 『知識は東アジアの海を渡った』
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バ
ー
ド
大
学
の
研
究
者
に
も
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

も
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
し
、
ま
た
、
友
邦
文
庫
の
閲
覧
の
た
め
に
米

国
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
や
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
の
研
究
者
が
東
洋
文
化
研

究
所
に
足
を
運
び
、
ま
た
、「
東
ア
ジ
ア
書
誌
学
の
招
待
」
と
い
う

連
続
講
演
会
を
通
じ
て
多
く
の
国
内
外
の
研
究
者
が
学
習
院
大
学
所

蔵
の
漢
籍
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
各
国
の
研
究
者

や
市
民
が
見
る
た
め
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
す

め
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
第
一
弾
と
し
て
東
洋
文
化
研
究
所
の

サ
イ
ト
の
中
に
堀
内
カ
ラ
ー
と
共
同
で
製
作
し
た
の
が
「
東
ア
ジ
ア

学
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」で
す
。そ
の
名
の
通
り
、当
初
は「
知

識
は
東
ア
ジ
ア
の
海
を
渡
っ
た
」
と
い
う
展
覧
会
そ
の
も
の
を
体
験

で
き
る
よ
う
な
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
業
者
の
人
に
、
そ
れ
で
は
見
る
人
は
い
ま
せ
ん
よ
、

一
回
見
て
終
わ
り
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
そ
れ
よ
り
も
資
料
を
わ
か
り

や
す
く
並
べ
て
い
く
作
業
か
ら
ま
ず
始
め
た
ら
ど
う
で
す
か
、
そ
れ

を
世
界
の
人
た
ち
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
で
す
か

と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
。
全
体
は
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
わ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
ア
ジ
ア
学
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
構
成

（
1
）		

前
近
代
東
ア
ジ
ア
の
世
界

・
広
開
土
王
碑
拓
本　

・
新
羅
村
落
文
書

・
朝
鮮
金
石
拓
本

・
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
史
料
館
蔵
）

・
銅
鏡
（
林
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）（
国
際
研
究
教
育
機
構
蔵
）

（
2
）		

近
代
東
ア
ジ
ア
の
世
界

・
磯
野
文
庫　

・
旧
東
亜
経
済
調
査
局
回
教
関
連
資
料

（
3
）		

友
邦
文
庫
の
世
界
―
朝
鮮
総
督
府
関
連
資
料

・		

朝
鮮
問
題
雑
纂
（
阪
谷
文
書
）　

・
渡
辺
忍
文
書

・
半
島
近
世
年
表

・		

朝
鮮
社
会
経
済
写
真
集
（
善
生
永
助
蒐
集
写
真
）

・
韓
国
仁
川
写
真
帖

（
4
）		

漢
籍
の
世
界

・		

東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
古
典
籍

（
5
）		

ア
ジ
ア
の
肖
像
―
学
習
院
大
学
所
蔵
古
写
真

・		

学
習
院
大
学
史
料
館
所
蔵
ガ
ラ
ス
乾
板
資
料
（
史
料
館
蔵
）

・		
風
俗
写
真
・
絵
葉
書
資
料
〔
満
洲
・
朝
鮮
・
ア
イ
ヌ
〕（
史

料
館
蔵
・
東
洋
文
化
研
究
所
保
管
）

・		

中
国
大
陸
絵
葉
書
資
料
（
史
料
館
蔵
）
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ひ
と
つ
ひ
と
つ
見
ま
す
が
、
ま
ず
、「
前
近
代
東
ア
ジ
ア
の
世
界
」

を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
と
、「
広
開
土
王
碑
拓
本
」「
新
羅
村
落
文
書
」

「
朝
鮮
金
石
拓
本
」「
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

「
銅
鏡
」
と
五
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
東
洋
文
化
研
究
所
に
は
甲

本
と
乙
本
の
二
種
類
合
計
八
枚
の
「
広
開
土
王
碑
拓
本
」
が
あ
り
ま

す
。
入
手
ル
ー
ト
は
確
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
学
習
院
の
教
授
で
あ
っ

た
白
鳥
庫
吉
が
学
生
を
引
率
し
て
、
朝
鮮
半
島
に
行
っ
た
際
に
、
そ

の
途
中
で
集
安
に
寄
り
、入
手
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
拓
本
は
五
ｍ
を
こ
え
る
大
き
さ
が
あ
り
ま
す
。
バ
ー
チ
ャ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
イ
パ
レ
ッ
ト
と
い
う
技
術
を
使
っ
て
表
示
す
る
も

の
で
、
細
か
い
画
像
の
集
合
体
が
一
つ
の
画
像
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
拡
大
・
縮
小
が
自
由
に
で
き
、
ま
た
、
画
像
に
釈
文
の
デ
ー
タ

を
組
み
込
む
こ
と
が
可
能
で
す
。
拓
本
の
資
料
一
覧
の
ペ
ー
ジ
を
開

き
、
イ
パ
レ
ッ
ト
・
ラ
イ
ム
で
の
表
示
を
し
ま
す
と
、
一
文
字
一
文

字
が
拡
大
さ
れ
鮮
明
に
表
示
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

五
ｍ
の
拓
本
を
上
か
ら
つ
り
さ
げ
て
見
る
よ
り
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
し

た
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
二
種
類
の
拓
本
は
原
石
拓
本
で
は
な
く
、
一
回
石
碑
の
文

字
を
石
灰
で
固
め
、
文
字
を
鮮
明
に
し
た
石
灰
拓
本
で
す
。
二
つ
を

見
比
べ
る
と
、
石
灰
が
よ
く
残
っ
て
い
る
も
の
と
石
灰
が
は
が
れ
て

き
た
も
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
の
機
能
と
し
て
釈
文
付
き
ビ
ュ
ー
ワ
ー
が
あ
り

ま
す
。
ビ
ュ
ー
ワ
ー
の
左
の
釈
文
を
選
択
す
る
と
、
拓
本
の
画
像
に

そ
の
部
分
が
黄
色
く
表
示
さ
れ
ま
す
。
し
か
も
、
二
画
面
開
け
ば
、

甲
本
と
乙
本
を
比
較
で
き
る
わ
け
で
す
。
最
終
的
に
は
、
国
内
各
所

に
あ
る
広
開
土
王
碑
の
拓
本
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
比
較
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
拓
本
研
究
が
よ
り
進
展
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
新
羅
村

落
文
書
」
は
正
倉
院
文
書
の
裏
に
書
か
れ
て
い
た
も
の
で
、
現
在
は

も
う
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
で
す
。
そ
れ
を
写
真
撮
影
し
た
も

東アジア学バーチャルミュージアム（学習院大学東洋文化研究所）
http://www.gakushuin.ac.jp/univ/rioc/vm/
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の
で
、
朝
鮮
古
代
史
の
研
究
者
に
は
貴
重
な
資
料
で
す
。「
朝
鮮
金

石
拓
本
」
は
戦
後
に
末
松
保
和
先
生
が
収
集
し
た
拓
本
類
で
す
。
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「
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
旧
制
学
習

院
の
学
生
た
ち
が
中
国
史
、
ア
ジ
ア
史
を
学
ぶ
と
き
に
使
っ
た
現
物

教
材
で
す
。
す
べ
て
史
料
館
の
所
蔵
品
で
す
。
私
は
中
国
古
代
史
を

専
門
に
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
大
変
興
味
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
な
か
に
は
、
祭
祀
に
使
わ
れ
た
穀
粒
文
玉
璧
、
漢
代

の
お
墓
の
副
葬
品
（
明
器
と
い
い
ま
す
）
の
陶
製
の
牛
車
や
犬
。
ま

た
、
北
魏
時
代
の
造
像
銘
や
唐
代
の
唐
三
彩
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
中
国
文
物
の
多
く
は
江
藤
涛
雄
と
い
う
人
物
が
学
習
院
に

販
売
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
朝
鮮
半
島
の
文
物
も

あ
り
ま
す
が
、
忠
清
南
道
の
弘
慶
寺
跡
出
土
平
瓦
片
・
丸
瓦
片
は
清

水
元
太
郎
氏
の
寄
贈
、
慶
州
で
発
見
さ
れ
た
新
羅
焼
片
耳
付
広
口
壺

は
有
馬
華
子
氏
の
寄
贈
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
い

う
形
で
学
習
院
に
入
っ
て
き
た
の
か
、
骨
董
商
、
古
美
術
商
を
通
じ

て
買
っ
た
も
の
な
の
か
、
現
地
か
ら
持
ち
出
し
た
も
の
な
の
か
と
い

う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
銅
鏡（
林
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）」

は
卒
業
生
の
林
裕
巳
さ
ん
が
収
集
し
た
鏡
で
す
。
も
と
は
東
洋
文
化

研
究
所
で
調
査
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
国
際
研
究
教
育
機
構
で

保
管
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
枚
以
上
の
銅
鏡
（
中
国
・
朝
鮮
・
日
本

の
も
の
）
が
あ
り
ま
す
。

「
近
代
東
ア
ジ
ア
の
世
界
」
で
は
「
磯
野
文
庫
」「
旧
東
亜
経
済
調

査
局
回
教
関
連
資
料
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の

概
略
は
前
述
し
た
と
お
り
で
す
。
磯
野
文
庫
の
う
ち
蒙
古
聯
合
自
治

政
府
に
よ
る
土
地
関
係
資
料
を
ま
と
め
た
「
白
契
彙
集
」
は
全
冊
を

公
開
し
て
い
ま
す
。「
友
邦
文
庫
の
世
界
」
は
前
述
し
た
よ
う
に
大

変
貴
重
な
朝
鮮
総
督
府
関
係
文
書
で
、「
朝
鮮
問
題
雑
纂
（
阪
谷
文

書
）」「
渡
辺
忍
文
書
」「
半
島
近
世
年
表
」「
朝
鮮
社
会
経
済
写
真
集

（
善
生
永
助
蒐
集
写
真
）」「
韓
国
仁
川
写
真
帖
」
に
分
類
さ
れ
て
い

ま
す
。
阪
谷
文
書
は
西
園
寺
内
閣
で
大
蔵
大
臣
を
つ
と
め
た
阪
谷
芳

郎
氏
が
あ
つ
め
た
資
料
、
渡
辺
忍
文
書
は
朝
鮮
総
督
府
の
農
林
局
長

で
あ
っ
た
渡
辺
忍
氏
の
所
蔵
し
て
い
た
総
督
府
の
局
長
会
議
の
資
料

で
、
と
も
に
朝
鮮
近
代
史
の
研
究
を
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
す
。

バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
全
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

半
島
近
世
年
表
は
明
治
四
三
年
か
ら
昭
和
八
年
ま
で
の
朝
鮮
総
督
府

高
官
の
氏
名
と
在
任
期
間
が
年
表
形
式
に
ま
と
め
ら
れ
た
大
き
な
掛

図
で
す
。
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
細
か
い
人
名
や
官
職
名

ま
で
拡
大
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
朝
鮮
社
会
経
済
写
真

集
は
朝
鮮
総
督
府
の
調
査
活
動
に
従
事
し
た
善
生
永
助
氏
が
蒐
集
し

た
写
真
一
三
二
点
を
公
開
し
て
い
ま
す
。「
漢
籍
の
世
界
」
で
は
「
東

洋
文
化
研
究
所
所
蔵
古
典
籍
」
と
し
て
、
研
究
所
所
蔵
の
漢
籍
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
学
図
書
館
所
蔵
の
漢
籍
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、冊
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
な
が
ら
、「
鼎

鋟
國
朝
史
記
事
實
類
編
評
釋
日
記
故
事
」
は
中
国
の
明
代
に
出
版
さ

れ
た
書
籍
で
、現
在
で
は
ほ
か
に
は
見
ら
れ
な
い
天
下
の
孤
本
で
す
。

こ
の
書
籍
も
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
全
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
戦
後
、
学
習
院
大
学
で
漢
文
の
教
授
を

さ
れ
て
い
た
澤
口
剛
雄
氏
旧
蔵
の
漢
籍
も
近
年
公
開
し
ま
し
た
。
こ
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の
よ
う
に
国
内
外
の
研
究
者
が
研
究
室
に
居
な
が
ら
に
し
て
貴
重
な

資
料
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
目
的
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
す
め
て

き
た
と
言
え
ま
す
。

最
後
に
「
ア
ジ
ア
の
肖
像
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
そ
の
後
の
研
究
と
関
係
が
あ
り
ま
す
が
、
古
写
真
と
絵
は
が

き
資
料
で
す
。「
学
習
院
大
学
史
料
館
所
蔵
ガ
ラ
ス
乾
板
資
料
」「
風

俗
写
真
・
絵
葉
書
資
料
（
満
洲
・
朝
鮮
・
ア
イ
ヌ
）」「
中
国
大
陸
絵

葉
書
資
料
」
等
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ラ
ス
乾
板
資
料
は
主
に

旧
制
学
習
院
の
教
材
と
し
て
教
室
に
大
き
く
投
影
し
て
使
わ
れ
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
な
か
に
は
、
先
ほ
ど
紹
介
し
ま
し

た
広
開
土
王
碑
の
ほ
か
、
中
国
浙
江
省
会
稽
山
・
山
西
省
臨
汾
尭
王

廟
な
ど
古
代
中
国
史
の
史
蹟
、
ド
イ
ツ
青
島
領
有
碑
等
当
時
の
写

真
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
の
橋
や
階
段
、
会
議
場
、
グ
ェ
ン
国
王
の

写
真
、
洋
書
の
図
版
を
撮
影
し
た
と
思
わ
れ
る
中
央
ア
ジ
ア
の
テ
ィ

ム
ー
ル
の
玉
座
や
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
ブ
ハ
ラ
の
写
真
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
当
時
、
こ
れ
ら
の
写
真
教
材
を
使
っ
て
ど
の
よ
う
な
授
業
が

展
開
さ
れ
て
い
た
の
か
、
画
像
を
公
開
す
る
こ
と
で
、
将
来
的
に
国

内
の
教
育
史
研
究
者
に
も
か
か
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。「
風
俗
写
真
・
絵
葉
書
」
は
学
習
院
図
書
館
が
明
治
三
九

年
に
購
入
し
た
写
真
群
で
す
。
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
満

洲
・
朝
鮮
・
ア
イ
ヌ
の
写
真
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
撮
影
さ
れ
た

場
所
が
、
現
在
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
る
の
か
、
都
市
史
研
究

で
も
画
像
資
料
の
利
用
価
値
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。「
中
国
大
陸
絵

葉
書
資
料
」
は
主
に
、
白
鳥
庫
吉
の
弟
子
で
東
洋
文
庫
の
発
展
に
寄

与
し
た
東
洋
史
学
者
の
石
田
幹
之
助
氏
の
寄
贈
に
よ
る
三
四
五
枚
の

絵
は
が
き
で
す
。
絵
は
が
き
は
中
国
の
天
津
・
上
海
・
奉
天
・
大
連
・

撫
順
・
遼
陽
・
済
南
・
青
島
・
漢
口
等
の
も
の
で
す
。
学
習
院
の
学

生
は
大
正
七
年
以
降
、
海
外
修
学
旅
行
に
行
っ
て
お
り
、
そ
の
準
備

に
も
こ
れ
ら
の
資
料
が
活
用
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
以
上
が

こ
の
第
二
段
階
で
作
成
し
た
「
東
ア
ジ
ア
学
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
の
概
要
で
す
。

こ
れ
と
は
別
に
大
学
図
書
館
で
は
「
学
習
院
大
学
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
」と
い
う
サ
イ
ト
を
並
行
し
て
作
っ
て
い
ま
し
た
。「
バ
ー

チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
資
料
の
検
索
が
で
き
な
い
の
で
す
が
、

こ
ち
ら
は
も
と
も
とG

L
IM
-O
P
A
C

と
い
う
一
般
書
の
図
書
検
索

シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
な
い
資
料
、
特
に
京
都
学
習
院
以
来
の
漢

籍
資
料
な
ど
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
貴
重
書
／
史
料
館
収
蔵
資
料

／
東
文
研
資
料
（
東
ア
ジ
ア
学
ナ
リ
ッ
ジ
ベ
ー
ス
）
／
漢
籍
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
資
料
が
検
索
可
能
で
す
。
貴
重
書
の
う
ち
華
族
会
館
寄
贈

資
料
・
京
都
学
習
院
旧
蔵
資
料
は
学
外
か
ら
も
閲
覧
可
能
で
す
。
こ

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
の
「
東
文
研
資
料
」
と
「
漢
籍
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
東
洋
文
化
研
究
所
の
調
査
の
一
部
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
司
馬
遷
の
著
し
た
『
史
記
』
を
検
索
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
東
文

研
資
料
と
華
族
（
華
族
会
館
旧
蔵
）、
漢
籍
と
示
さ
れ
た
書
籍
が
検

索
結
果
に
出
て
き
ま
す
。
東
文
研
資
料
『
史
記
』
と
い
う
検
索
結
果
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は
中
華
書
局
の
活
字
版
の
も
の
で
、
一
般
の
書
店
で
も
販
売
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
ま
た
華
族
『
史
記
』
と
い
う
検
索
結
果
も
み
ら
れ

ま
す
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
書
誌
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
こ
の
本
が
ど

れ
だ
け
貴
重
な
も
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
検
索
結
果
の
左
上
の
本

文
と
い
う
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
と
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
と
同
じ
イ
パ
レ
ッ
ト
の
画
面
で
書
影
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
画
面
で
も
解
説
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
刊
行
し
た『
知

識
は
東
ア
ジ
ア
の
海
を
渡
っ
た
』
で
は
小
秋
元
段
先
生
に
こ
の
華
族

会
館
旧
蔵
の
『
史
記
』
に
関
す
る
詳
し
い
解
説
を
書
い
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
の
『
史
記
』
は
慶
長
古
活
字
版
『
史
記
』
と
称
さ
れ

る
も
の
で
す
。
本
書
は
三
種
あ
る
古
活
字
版
『
史
記
』
の
う
ち
第
一

種
に
当
た
り
、
一
六
〇
三
年
よ
り
も
以
前
の
刊
行
物
で
す
。
各
冊
に

題
簽
が
残
っ
て
い
る
の
が
貴
重
で
す
。「
養
賢
閣
図
書
記
」
と
い
う

蔵
書
印
が
あ
り
、
徳
川
宗
家
か
ら
華
族
会
館
を
経
由
し
て
学
習
院
に

入
っ
た
本
で
す
。
養
賢
閣
は
徳
川
家
定
の
こ
ろ
に
開
設
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
小
秋
元
先
生
の
解
説
を
御
覧
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
が
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
は
華
族
会
館

旧
蔵
と
い
う
こ
と
以
外
の
本
書
の
書
誌
学
的
な
情
報
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
う
ひ
と
つ
、
検
索
結
果
で
漢
籍
『
史
記
』
と
表
示
さ
れ
た
書

籍
に
は
『
義
門
読
書
記　

史
記
』
と
い
う
書
籍
が
あ
り
、
清
代
の
考

証
学
者
の
何
焯
に
よ
る
叢
書
の
一
部
で
す
。
現
在
、
大
学
図
書
館
旧

分
類
書
庫
に
架
蔵
さ
れ
、
学
習
院
に
は
大
正
三
年
に
入
り
ま
し
た
。

こ
の
漢
籍
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
東
洋
文
化
研
究
所
が
書
誌
学
的
な

情
報
を
調
査
し
た
成
果
に
な
り
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
・
撰
著
者
名
・
和

漢
分
類
・
四
部
分
類
・
印
刷
形
態
・
冊
数
・
題
簽
・
行
数
・
字
数
・

四
周
・
界
・
書
口
・
魚
尾
・
段
句
・
版
心
題
記
・
框
高
・
保
存
状
態

な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
（
本
書
は
叢
書
の
た
め
あ
り
ま
せ

ん
が
、
刊
年
も
重
要
な
情
報
で
す
。
ま
た
、
蔵
書
印
も
重
要
で
す
）。

現
在
、
東
洋
文
化
研
究
所
で
調
査
し
た
漢
籍
の
情
報
は
十
分
の
一
程

度
し
か
、
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
は
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

す
で
に
調
査
は
ほ
ぼ
終
え
て
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
書
誌
学
・
図
書
学

な
ど
の
研
究
者
が
見
て
、
情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
世
界
に
情
報
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
デ

ジ
タ
ル
化
と
い
う
の
は
、
た
だ
見
せ
れ
ば
い
い
だ
け
で
は
な
く
て
、

見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
閲
覧
者
が
ど
う
い
う
知
識
を
得

て
い
く
か
、
さ
ら
に
は
様
々
な
知
識
を
持
っ
た
人
々
が
関
連
す
る
情

報
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
く
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ひ
と
つ
の
資

料
か
ら
連
鎖
的
に
研
究
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
ゆ
く
。
そ
う

い
う
波
及
効
果
ま
で
踏
ま
え
た
デ
ジ
タ
ル
化
と
そ
の
公
開
を
お
こ
な

う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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学習院大学デジタルライブラリー（学習院大学図書館）
http://glim-els.glim.gakushuin.ac.jp/
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四
、		

第
三
段
階
（
二
〇
一
二
年
〜
二
〇
一
四
年
）

　
　

		
学
習
院
の
「
東
洋
学
」
の
教
育
と
ア
ジ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

二
〇
一
二
年
、
私
は
東
洋
文
化
研
究
所
を
離
れ
て
、
新
設
さ
れ
た

学
長
付
国
際
研
究
交
流
オ
フ
ィ
ス
へ
と
異
動
し
ま
す
。
そ
の
前
年
、

東
洋
文
化
研
究
所
と
大
学
史
料
館
と
共
同
で
学
習
院
の
東
洋
学
の
教

育
と
ア
ジ
ア
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
査
・
研
究
の
計
画
を
立
て
ま
し

た
。
そ
し
て
そ
の
計
画
は
、
文
部
科
学
省
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基

盤
形
成
事
業
「
近
代
ア
ジ
ア
へ
の
眼
差
し
と
教
育
―
学
習
院
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
活
用
」（
代
表
：
大
澤
顯
浩
、二
〇
一
二
年
〜
二
〇
一
四
年
）

と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
る
前
、
私
自
身
が
関
心
を
も
っ
た

テ
ー
マ
が
二
つ
あ
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
古
写
真
へ
の
興
味
で
す
。

私
は
一
九
九
三
年
と
二
〇
〇
二
年
の
二
回
、
中
国
の
西
安
と
い
う
古

都
に
留
学
し
ま
し
た
。
秦
漢
代
の
遺
跡
、
唐
代
の
建
築
が
生
活
の
な

か
に
残
る
街
で
す
。
二
十
世
紀
初
頭
、
こ
の
古
都
に
日
本
人
教
師
と

し
て
赴
任
し
た
足
立
喜
六
と
い
う
人
物
が
い
ま
し
た
。
彼
は
西
安
滞

在
中
、
多
く
の
写
真
を
撮
影
し
、
自
身
の
著
書
で
あ
る
『
長
安
史
蹟

の
研
究
』
に
掲
載
し
ま
し
た
。
彼
の
残
し
た
写
真
と
同
じ
ア
ン
グ
ル

か
ら
現
在
の
西
安
の
文
物
を
撮
影
し
て
、
そ
の
変
化
を
調
査
す
れ

ば
、
文
物
保
護
の
意
識
の
変
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
し

た
。
近
年
の
中
国
の
開
発
の
進
展
に
よ
る
街
の
風
景
の
変
化
が
、
古

写
真
の
歴
史
資
料
と
し
て
の
価
値
を
高
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
（
村

松
弘
一「
清
末
西
安
の
教
育
と
日
本
人
教
習
―
足
立
喜
六
を
事
例
に
」

『
学
習
院
大
学
国
際
研
究
教
育
機
構
研
究
年
報
』
二
号
、
二
〇
一
六

年
参
照
）。
も
う
ひ
と
つ
の
興
味
は
文
物
移
動
史
で
す
。
清
朝
が
崩

壊
し
中
華
民
国
期
に
入
っ
て
か
ら
の
西
安
で
は
様
々
な
部
局
が
文
物

の
保
護
に
関
わ
り
ま
す
。
例
え
ば
南
京
国
民
政
府
の
西
京
籌
備
委
員

会
や
重
慶
政
府
の
西
北
芸
術
文
物
考
察
団
な
ど
の
機
関
が
そ
れ
に
あ

た
り
ま
す
。
そ
れ
が
ば
ら
ば
ら
に
文
物
の
保
護
を
す
す
め
、
全
体
を

統
合
し
た
博
物
館
が
つ
く
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
西
安
の

文
物
が
海
外
に
流
出
し
た
原
因
と
言
え
ま
す
（
村
松
弘
一
「
西
安
の

近
代
と
文
物
事
業
―
西
京
籌
備
委
員
会
を
中
心
に
―
」『
近
代
中
国

の
地
域
像
』（
山
本
英
史
編
）、
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
参
照
）。

西
安
の
流
出
文
物
で
最
も
有
名
な
も
の
が
、
唐
の
「
六
駿
」
と
い
う

六
頭
の
馬
の
レ
リ
ー
フ
で
す
。
足
立
喜
六
の
写
真
に
は
六
頭
の
馬
の

レ
リ
ー
フ
が
写
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
四
頭
の
馬
の
レ
リ
ー
フ
は

中
国
の
西
安
の
碑
林
博
物
館
に
あ
り
、
二
つ
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

の
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
博
物
館
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
こ
の
二

つ
の
レ
リ
ー
フ
は
ア
メ
リ
カ
人
が
勝
手
に
持
っ
て
い
っ
た
も
の
で
、

中
国
が
ま
ず
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
流
出
文
化
財
で
あ
る
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
博

物
館
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
にC

.T
.

ル
ー
（
盧
芹
齋
）
と
い
う
中
国
人

骨
董
品
屋
か
ら
博
物
館
が
購
入
し
た
と
い
う
文
書
が
見
つ
か
り
ま
し

た
（
村
松
弘
一
「
引
き
裂
か
れ
た
唐
昭
陵
「
六
駿
」
―
ペ
ン
シ
ル
バ

ニ
ア
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
資
料
か
ら
」『
世
界
の
蒐
集
―
ア
ジ
ア
を



279　　学習院大学アジアコレクションの世界　　村松

め
ぐ
る
博
物
館
・
博
覧
会
・
海
外
旅
行
』（
福
井
憲
彦
監
修
、
村
松

弘
一
・
伊
藤
真
実
子
編
）、
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
参
照
）。
二

つ
の
レ
リ
ー
フ
は
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
っ
て
国
外
に
持
ち
去
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
研
究
を
す
す
め
る
な
か
で
、
学
習
院
の
所
蔵
す
る
ア

ジ
ア
文
物
は
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
入
っ
て
き
た
の
か
と
い
う
文
物

移
動
史
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
白
鳥
庫
吉
が「
東
洋
諸
国
の
歴
史
」

を
始
め
た
の
が
一
八
九
〇
年
の
こ
と
、
そ
の
後
、
目
白
に
キ
ャ
ン
パ

ス
を
移
し
て
、
歴
史
地
理
標
本
室
を
開
設
し
、
実
物
教
材
で
授
業
を

実
施
し
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
教
材
は
震
災
で
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
実
物
教
材
を
新
た
に
購
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
と
き
に
登
場
し
て
く
る
の
が
前
述
し
た
江
藤
涛
雄
と
い
う
人
物

で
す
。
彼
は
、
中
国
の
西
安
の
南
の
漢
中
と
い
う
と
こ
ろ
で
漢
方
薬

の
商
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
多
く
の
文
物
を
現
地
の
農

民
か
ら
購
入
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
を
日
本
で
も
販
売
し
て
い

ま
し
た
。
江
藤
氏
を
通
じ
て
中
国
文
物
を
購
入
し
て
い
た
の
は
学
習

院
だ
け
で
は
な
く
、
東
京
大
学
の
考
古
学
研
究
室
も
そ
う
で
し
た
。

そ
れ
ら
は
高
価
な
骨
董
品
と
い
う
よ
り
も
実
物
教
材
に
な
る
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
前
述
し
た
石
田
幹
之
助
氏
寄

贈
の
絵
は
が
き
も
震
災
後
の
歴
史
地
理
標
本
室
の
資
料
の
充
実
の
た

め
に
寄
贈
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
第
三
期
に
は
特
別
展
覧
会
を
二
回
実
施
し
ま
し
た
。

一
回
目
は
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
六
〇
周
年
記
念
特
別
展
覧

会
「
学
習
院
の
東
洋
学
―
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
教
育
史
」

（
学
習
院
大
学
史
料
館
展
示
室
、二
〇
一
二
年
一
二
月
）と
い
う
も
の
。

白
鳥
庫
吉
か
ら
末
松
保
和
、
小
倉
芳
彦
先
生
ま
で
の
学
習
院
で
教
鞭

を
と
っ
た
東
洋
学
者
を
年
代
順
に
パ
ネ
ル
に
並
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関

連
す
る
東
洋
学
教
育
の
教
材
を
展
示
す
る
試
み
で
し
た
。
二
回
目
は

学
習
院
大
学
・
永
青
文
庫
・
東
洋
文
庫
三
館
連
携
特
別
展
「
東
洋
学

の
歩
い
た
道
」（
学
習
院
大
学
史
料
館
・
永
青
文
庫
・
東
洋
文
庫
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
、
二
〇
一
三
年
八
月
〜
一
二
月
）
と
い
う
展
覧
会
で
し
た
。

学
習
院
大
学
の
前
の
目
白
通
り
を
東
へ
行
き
ま
す
と
永
青
文
庫
が
あ

り
、
そ
の
先
に
東
洋
文
庫
が
あ
り
ま
す
。
永
青
文
庫
は
学
習
院
を
卒

業
し
た
細
川
護
立
の
蔵
品
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
東
洋
文
庫
は

白
鳥
庫
吉
が
理
事
長
を
つ
と
め
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
と
も
に
学
習

院
の
東
洋
学
の
教
育
と
関
係
の
あ
る
研
究
・
収
蔵
機
関
で
す
。
学
習

院
大
学
で
は「
ア
ジ
ア
を
学
ぶ
―
近
代
学
習
院
の
教
育
か
ら
」を
テ
ー

マ
に
書
籍
や
文
物
、
そ
れ
か
ら
古
写
真
も
展
示
を
し
ま
し
た
。
永
青

文
庫
で
は
「
古
代
中
国
の
名
宝
―
細
川
護
立
と
東
洋
学
」
と
題
し
て
、

国
宝
の
漢
代
の
銅
鏡
と
そ
れ
を
も
と
に
一
九
三
〇
年
代
に
作
成
さ
れ

た
銅
の
芸
術
品
を
一
緒
に
展
示
し
ま
し
た
。
こ
こ
の
展
示
は
古
代
中

国
史
を
専
門
と
す
る
私
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
な

と
思
い
ま
す
。
東
洋
文
庫
の
テ
ー
マ
は
「
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
と
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
の
世
界
遺
産
―
西
洋
生
ま
れ
の
東
洋
学
」
で
し
た
。
三
館

合
わ
せ
て
一
〇
〇
点
以
上
の
書
籍
・
文
物
・
写
真
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
展
覧
会
と
同
時
に
『
東
洋
学
の
歩
い
た
道
』（
学
習
院
大
学
・
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永
青
文
庫
・
東
洋
文
庫
編
、
学
習
院
大
学
発
行
、
二
〇
一
三
年
）
を

刊
行
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
三
冊
の
図
録
も
刊
行
し
ま
し
た
。『
百
聞
ハ
一
見
ニ
如

カ
ズ
―
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
』（
学
習
院
大
学

史
料
館
編
、
学
習
院
大
学
史
料
館
、
二
〇
一
三
年
）
は
歴
史
地
理
標

本
室
の
資
料
で
学
習
院
大
学
史
料
館
の
所
蔵
す
る
実
物
教
材
二
〇
七

点
に
写
真
と
解
説
を
付
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
す
。
中
国
や
朝
鮮
半

島
、
南
洋
諸
島
、
そ
し
て
日
本
に
関
す
る
実
物
教
材
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。『
ア
ジ
ア
を
観
る
―
学
習
院
大
学
所
蔵
古
写
真
・
絵
葉
書
・

ガ
ラ
ス
乾
板
』（
学
習
院
大
学
国
際
研
究
教
育
機
構
編
、
学
習
院
大

学
、
二
〇
一
五
年
）
で
は
古
写
真
・
絵
は
が
き
五
四
点
と
ガ
ラ
ス
乾

板
六
〇
点
に
つ
い
て
解
説
を
付
し
て
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
写
真
に

よ
っ
て
は
同
じ
ア
ン
グ
ル
か
ら
撮
影
し
た
現
在
の
写
真
も
並
べ
、
比

較
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。『
学
習
院
大
学
所
蔵
明
刊
本
図
録
』（
大

澤
顯
浩
・
陳
正
宏
編
、
学
習
院
大
学
、
二
〇
一
五
年
）
は
学
習
院
大

学
図
書
館
等
に
あ
る
漢
籍
の
う
ち
明
代
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
を
選

び
、
写
真
・
解
説
を
付
し
た
も
の
。
復
旦
大
学
の
陳
正
宏
教
授
と
の

国
際
共
同
研
究
と
い
う
点
で
意
義
が
あ
り
ま
す
。

� 旧制学習院資料バーチャルミュージアム「学生たちのアジアへの
まなざし―修学旅行・教材から」（学習院大学史料館）
http://www.gakushuin.ac.jp/univ/ua/records/
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「
東
洋
学
の
歩
い
た
道
」
の
展
示
の
際
に
作
成
し
、
そ
の
後
、	

Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
開
し
た
サ
イ
ト
に
「
旧
制
学
習
院
資
料
バ
ー
チ
ャ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
学
習
院
大
学
史
料
館
の	

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
な
か
に
置
か
れ
た
も
の
で
す
。「
ア
ジ
ア
を
学
ぶ

―
近
代
学
習
院
の
教
育
か
ら
」
展
で
展
示
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
「
学
生
た
ち
の
ア
ジ
ア
へ
の
ま
な
ざ
し
―
海
外
修
学
旅
行
・

教
材
か
ら
」
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
開
版
で
す
。
こ
ち
ら
の
サ
イ
ト
は
凸
版
印

刷
に
作
成
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま

す
と
、
東
ア
ジ
ア
の
地
図
が
表
示
さ
れ
、
哈
爾
浜
・
長
春
・
奉
天
・

大
連
・
旅
順
・
北
京
・
張
家
口
・
天
津
・
青
島
・
曲
阜
・
京
城
・
釜

山
・
台
北
の
地
名
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
京
城
」
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
い
く
つ
か
の
地
点
が
示
さ
れ
ま
す
。
ソ
ウ
ル
駅
を
見

る
と
、
解
説
と
過
去
の
写
真
が
あ
ら
わ
れ
、
上
の
バ
ー
を
過
去
か
ら

現
在
に
ス
ク
ロ
ー
ル
す
る
と
現
在
の
写
真
に
徐
々
に
変
わ
る
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
れ
は
結
構
わ
か
り
や
す
く
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
建
築
物
が
修
復
さ
れ
て
い
る
も
の
も

あ
れ
ば
、
壊
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
ど
う
い
う
も
の

が
壊
さ
れ
て
、
ど
う
い
う
も
の
が
修
復
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
細
か
く
分
析
す
る
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
絵

葉
書
と
か
古
写
真
と
か
ビ
ジ
ュ
ア
ル
系
の
非
文
字
画
像
資
料
は
漢

字
圏
以
外
の
海
外
の
研
究
者
も
参
加
し
や
す
い
分
野
で
あ
る
と
思

い
ま
す
（
ケ
ネ
ス
・
ル
オ
フ
「
移
動
す
る
帝
国
―
絵
葉
書
が
語
る

大
日
本
帝
国
」『
学
習
院
大
学
国
際
研
究
教
育
機
構
研
究
年
報
』
二
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号
、
二
〇
一
六
年
ほ
か
参
照
）。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ

ト
カ
レ
ッ
ジ
の
ポ
ー
ル
・
バ
ー
ク
レ
ー
教
授
はE

ast	A
sia	Im

age	
C
ollection

と
い
う
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
（http://digital.lafayette.

edu/collections/eastasia

）
を
運
営
し
、
東
ア
ジ
ア
の
絵
葉
書
資

料
の
収
集
・
整
理
・
公
開
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
古
写
真
・
絵
葉

書
研
究
は
世
界
の
研
究
者
と
の
共
同
研
究
が
可
能
な
分
野
で
あ
る
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
情
報
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
発
信
す
る
こ
と
に
は

意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

五
、		

第
四
段
階
（
二
〇
一
五
年
〜
現
在
）

　

		

古
写
真
・
絵
は
が
き
と
旅
行
記
、
都
市
史

二
〇
一
四
年
に
私
は
新
し
く
大
学
附
置
研
究
所
と
し
て
新
設
さ
れ

た
国
際
研
究
教
育
機
構
と
い
う
部
署
に
移
り
ま
す
。
そ
の
翌
年
、
新

た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
ま
す
。
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
学
術
研
究
振
興
資
金
に
採
択
さ
れ
た
「
東
ア
ジ
ア
の
都
市
に

お
け
る
歴
史
遺
産
の
保
護
と
破
壊
―
古
写
真
と
旅
行
記
が
語
る
近

代
」（
代
表
：
村
松
弘
一
、二
〇
一
五
年
〜
二
〇
一
七
年
）
で
す
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
こ
れ
ま
で
の
古
写
真
・
絵
葉
書
と
旅
行
記
の

研
究
成
果
と
都
市
史
を
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
る
か
と
い
う
こ
と
を

試
み
て
い
ま
す
。
す
で
に
成
果
の
一
部
は
国
際
研
究
教
育
機
構
の	

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
の
な
か
に
「
東
ア
ジ
ア
の
都
市
に
お
け
る
歴
史
遺

産
の
保
護
と
破
壊
―
古
写
真
と
旅
行
記
が
語
る
近
代
バ
ー
チ
ャ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
展
覧
会
に
先
行
し

て
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
公
開
し
ま
し
た
。
サ
イ
ト
を
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
り
ま
す
が
、
絵
は
が
き
を
手
が
か
り
に
、
都
市

の
構
造
の
中
に
入
り
込
み
、
撮
影
地
点
を
明
確
に
し
つ
つ
、
こ
れ
ま

で
の
も
の
よ
り
も
も
っ
と
ミ
ク
ロ
な
世
界
か
ら
都
市
の
変
化
を
み
ま

す
。
こ
の
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
こ
れ
ま
で
の
二
つ
の
サ

イ
ト
と
差
別
化
を
は
か
る
た
め
に
、
近
年
購
入
し
た
絵
は
が
き
資
料

を
多
く
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
学
習
院
の
歴
史
と
深

く
か
か
わ
る
資
料
の
み
を
提
示
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
ア
ジ
ア
の
都

市
の
変
化
を
よ
り
多
く
の
資
料
か
ら
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
サ
イ
ト
で
は
哈
爾
浜（
ハ
ル
ビ
ン
）・
新
京（
長

春
）・
奉
天
（
瀋
陽
）・
大
連
・
北
京
・
青
島
・
上
海
・
済
南
・
京
城
（
ソ

ウ
ル
）・
台
北
の
十
都
市
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
上
海
の
ペ
ー
ジ

で
は「
描
く
立
体
図（
南
京
路
）」「
流
れ
静
か
に（
上
海
郵
政
局
）」「
大

上
海
の
実
相
を（
バ
ン
ド
）」な
ど
の
絵
は
が
き
の
表
と
裏
を
提
示
し
、

そ
の
写
真
と
同
じ
ア
ン
グ
ル
か
ら
撮
影
し
た
現
在
の
上
海
の
写
真
を

示
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
位
置
をG

oogle

マ
ッ
プ
に
図
示
す
る
と
い

う
か
た
ち
で
一
枚
一
枚
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
だ
、

全
都
市
の
サ
イ
ト
が
完
成
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

後
、
整
備
し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
に
は
、

東
京
芸
術
劇
場
ア
ト
リ
エ
ウ
エ
ス
ト
を
会
場
に
特
別
展
覧
会
「
旅
を

し
ぞ
思
ふ
―
戦
前
の
絵
葉
書
に
み
る
東
ア
ジ
ア
の
都
市
景
観
」
を
開
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催
し
ま
し
た
。
会
期
中
五
〇
〇
名
あ
ま
り
の
方
に
御
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
展
覧
会
で
は
上
述
の
十
都
市
に
つ
い
て
、

絵
は
が
き
と
現
在
の
写
真
、
古
地
図
を
わ
か
り
や
す
く
表
示
し
て
展

示
し
ま
し
た
。
ソ
ウ
ル
の
展
示
で
は
旧
制
学
習
院
の
学
生
の
朝
鮮
旅

行
記
を
解
説
に
挿
入
し
、
台
北
の
展
示
で
は
史
料
館
所
蔵
の
高
松
宮

殿
下
下
賜
の
写
真
も
活
用
し
、学
習
院
ら
し
い
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
充
実
と
と
も
に
展
覧
会
の
展
示
内
容
を
書

籍
と
し
て
出
版
し
た
い
と
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

六
、
お
わ
り
に

以
上
で
私
が
東
洋
文
化
研
究
所
に
つ
と
め
て
か
ら
の
一
四
年
に
わ

た
る
学
習
院
大
学
ア
ジ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
我
な
が
ら
多
く
の
方
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
ゼ
ロ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
き
た

な
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
残
念
な
こ
と
は
、
私
が
学
内
の
部
署
を
異

動
し
て
調
査
・
研
究
を
す
す
め
て
き
た
た
め
に
、
東
洋
文
化
研
究
所

東アジアの都市における歴史遺産の保護と破壊―古写真と
旅行記が語る近代バーチャルミュージアム

（学習院大学国際研究教育機構）
http://www.gakushuin.ac.jp/univ/geore/2015A/index.html
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に
「
東
ア
ジ
ア
学
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」、
史
料
館
に
「
旧

制
学
習
院
の
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」、
国
際
研
究
教
育
機
構

に
「
古
写
真
と
旅
行
記
の
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
あ
る
よ

う
に
、
学
内
の
複
数
の
部
署
の
サ
イ
ト
に
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
が
分
散
化
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
互
い
を
結
び
つ
け
る
リ
ン
ク

の
バ
ナ
ー
も
あ
り
ま
せ
ん
。
全
体
を
俯
瞰
し
、
交
通
整
理
す
る
組
織

の
も
と
に
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
で

し
ょ
う
。
学
内
外
、
さ
ら
に
は
海
外
の
研
究
者
・
市
民
が
そ
こ
に
ア

ク
セ
ス
し
て
、
全
体
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
文
物
や
古
写
真
な
ど
非
文
字
資
料
の
研
究

は
間
口
が
広
い
。
前
述
の
よ
う
に
海
外
の
研
究
者
も
多
く
参
加
し
て

い
ま
す
し
、
国
内
で
も
、
満
洲
で
生
ま
れ
育
っ
た
方
々
、
肉
親
が
大

陸
や
半
島
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
方
々
な
ど
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
学
習
院
の
資
料
に
ア
ク
セ
ス
し

て
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
懐
か
し
ん
で
も
ら
っ
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
ご
自
身
が
持
っ
て
い
る
古
写
真
や
絵
葉

書
の
情
報
を
新
た
な
資
料
と
し
て
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
デ
ジ
タ
ル
化
と
は
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
る
資

料
を
一
方
的
に
提
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
人
と
人

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
ゆ
く
、
そ
う
い
う
も
の
で
な
い
と
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
講
演
の
依
頼
を
い
た
だ
い
た
と
き
、
後
先
を

考
え
ず
に
、表
題
を
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
あ
と
さ
き
」
に
し
ま
し
た
が
、

結
論
を
申
し
上
げ
る
な
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
あ
と
に
は
、
資
料
の
ま

わ
り
に
そ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
で
き
、
そ

れ
に
か
か
わ
る
人
々
が
一
緒
に
研
究
し
、
考
え
て
い
く
、
そ
の
よ
う

な
場
と
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
上
、
私
の
発
表
は
こ
れ
で
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
了
）
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2003 年〜 2016 年　学習院大学アジアコレクションデジタル化　年譜
第一段階　2003 年〜 2007 年　アジアコレクション調査のはじまり

〇2003 年〜 2004 年 学習院新規重点施策「学術資料・文書等の管理と有効利用の在り方調査
プロジェクト」（お宝プロジェクト）

〇2004 年〜 2007 年 学習院大学東洋文化アーカイブズプロジェクト
　2005 年 5 月 「学習院大学所蔵東アジア関連資料について」ハーバード大学フェアバン

クセンターワークショップ（ハーバード大学燕京図書館）
　2007 年 1 月 学習院大学・ハーバード大学国際学術シンポジウム「東アジア学のフロ

ンティア」（学習院百周年記念会館）

第二段階　2007 年〜 2011 年　アジアコレクションの公開

〇2007 年〜 2011 年 学習院大学東アジア学ナリッジセンター
（文部科学省・オープンリサーチセンター整備事業、代表：岡孝）

　2008 年 9 月 特別展示「東アジアにおける陽明学　第Ⅱ部学習院大学所蔵漢籍からみ
る東アジア」（学習院大学多目的ホール）

　2010 年 1 月 学習院大学開学 60 周年記念特別展「知識は東アジアの海を渡った―学習
院大学コレクションの世界」（丸善丸ノ内本店・学習院大学史料館）

　2011 年 3 月 『友邦文庫目録』勁草書房
　2011 年 3 月 東アジア学バーチャルミュージアム（学習院大学東洋文化研究所）

学習院大学デジタルライブラリー（学習院大学図書館）
　2012 年 3 月 『学習院大学図書館（旧分類書庫）所蔵漢籍目録稿』学習院大学東洋文化

研究所

第三段階　2012 年〜 2014 年　学習院の「東洋学」の教育とアジアコレクション

〇2012 年〜 2014 年 近代アジアへの眼差しと教育―学習院コレクションの活用
（文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成事業、代表：大澤顯浩）

　2012 年 12 月 学習院大学東洋文化研究所 60 周年記念特別展覧会「学習院の東洋学―オ
リエンタル・カルチャーの教育史」（学習院大学史料館展示室）

　2013 年 3 月 『百聞ハ一見ニ如カズ―旧制学習院歴史地理標本室移管資料』学習院大学
史料館

　2013 年 8 月〜 12 月 学習院大学・永青文庫・東洋文庫三館連携特別展「東洋学の歩いた道」
（学習院大学史料館・永青文庫・東洋文庫ミュージアム）

　2015 年 3 月 『アジアを観る―学習院大学所蔵古写真・絵葉書・ガラス乾板』学習院大
学

　2015 年 3 月 『学習院大学所蔵明刊本図録』学習院大学
　2015 年 3 月 旧制学習院資料バーチャルミュージアム（学習院大学史料館）

第四段階　2015 年〜現在　古写真・絵はがきと旅行記、都市史

〇2015 年〜 2017 年 東アジアの都市における歴史遺産の保護と破壊―古写真と旅行記が語る
近代（日本私立学校振興・共済事業団学術研究振興資金、代表：村松弘一）

　2016 年 3 月 東アジアの都市における歴史遺産の保護と破壊―古写真と旅行記が語る
近代バーチャルミュージアム（学習院大学国際研究教育機構）

　2016 年 11 月 特別展覧会「旅をしぞ思ふ―戦前の絵葉書にみる東アジアの都市景観」	
（東京芸術劇場アトリエウエスト）
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献
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書
籍
）
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史
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資
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目
録
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習
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史
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所
蔵
史
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目
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史
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〇
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国
際
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機
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院
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一
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目
録
・
リ
ス
ト
等
）

鹿
島
晶
子
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野
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太
郎
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蔵
書
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雑
誌
に
つ
い
て
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東

洋
文
化
研
究
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、
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五
年
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顯
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史
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編
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日
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史
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〇
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茂
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伝
来
経
緯
―
華
族
会
館
旧
蔵
書
研
究
の
一
環
と
し
て
―
」『
人
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〇
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瀬
淳
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〇
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号
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年
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保
「
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物
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旧
制
学
習

院
歴
史
地
理
標
本
室
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管
資
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を
中
心
に
」『
学
習
院
大
学
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料
館
紀
要
』
一
九
号
、
二
〇
一
三
年

中
見
立
夫
「
学
習
院
に
お
け
る
「
東
洋
学
」
の
形
成
と
資
料
収
集
・

出
版
を
め
ぐ
っ
て
」『
東
洋
文
化
研
究
』
一
六
号
、
二
〇
一
四

年

武
田
幸
男
「
学
習
院
大
学
所
蔵
「
広
開
土
王
碑
」
拓
本
の
研
究
」『
東

洋
文
化
研
究
』
一
六
号
、
二
〇
一
四
年

村
松
弘
一
「
ア
ジ
ア
を
学
ぶ
―
近
代
学
習
院
の
教
育
〜
人
と
人
と
の

か
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わ
り
か
ら
〜
」『
学
習
院
大
学
国
際
研
究
教
育
機
構
研
究

年
報
』
一
号
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二
〇
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五
年

辻
大
和
・
富
澤
萌
未
「
上
甲
米
太
郎
関
係
資
料
目
録
―
植
民
地
朝
鮮

で
の
教
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の
日
記
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東
洋
文
化
研
究
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号
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〇
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五
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辻
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和
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資
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目
録
―
植
民
地
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真

を
中
心
に
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東
洋
文
化
研
究
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号
、
二
〇
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五
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海
老
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量
介
・
石
原
遼
平
「
澤
口
文
庫
目
録
」『
東
洋
文
化
研
究
』

一
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号
、
二
〇
一
六
年

中
嶋
諒
「
学
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院
大
学
図
書
館
所
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書
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学
史
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館
紀
要
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〇
一
六
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弘
一
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治
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和
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、
学
習
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国
人
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に
つ
い

て
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究
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育
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